
 

 

                               高 1 前島一心 

こんにちは、停車場執筆 2 回目の高 1 の前島です。下手な文章ではありますが、読んで

いただけると幸いです。

昨年(2017 年)、訪日外国人の数は過去最高を記録し、東京五輪も 2 年後の 2020 年に迫

るなか、東京の空の玄関口である羽田空港へのアクセス改善は喫緊の課題となっています。 

ここでは、現在の羽田空港アクセスの状況や課題、そして羽田空港への新路線計画につ

いて書いていきたいと思います。

 

 現在、羽田空港への公共交通機関でのアクセス方法は、京浜急行電鉄空港線・東京モノ

レール羽田空港線、東京空港交通や京浜急行バスをはじめとした各社が運行する空港連絡

バス(路線バスを含む)や自家用車・タクシー

などです。 

 7 年前のデータですが、平成 23 年度(2011

年)の国土交通省の航空旅客動態調査(右図)

によると空港利用者が利用する交通機関の

割合は私鉄・地下鉄(京浜急行線)、モノレー

ル(東京モノレール)がともに 3 割弱、空港バ

スが約 2 割、自家用車が 1 割強となっており、鉄道利用が合計 6 割弱とバスなどの他の交

通機関に比べ圧倒的に利用されていることが分かります。 

 次に、各アクセス手段についての概要について書いていきたいと思います。 

 

 

 

 

 



 

 

京浜急行線では都営浅草線・品川方面と横浜・金沢文庫方面の 2 方面から羽田空港への

直通列車を運行しており、日中は都営浅草線・品川方面は都営浅草線・京成線直通の快特

が 10 分に 1 本(40 分に 1 本は品川-羽田空港国際線ターミナル間ノンストップの✈快特)、

横浜・金沢文庫方面は✈急行が 10 分に 1 本運

行されています。 

 朝晩は両方面とも✈急行が中心で都営浅草

線・品川方面は 10 分に 1 本程度、横浜・金沢

文庫方面は 10 分~30 分に 1 本程度運行されて

おり、朝晩も各方面からのアクセスが確保され

ています。 

 所要時間は羽田空港国内線ターミナル-品川

が✈快特で 14 分、羽田空港国内線ターミナル-

横浜が✈急行で 28 分となっています。都心部へは羽田空港国内線ターミナル-浅草で直通

35 分、羽田空港国内線ターミナル-新宿では品川乗換 JR 線経由で 33 分となっています。 

 また、一部列車は、京成成田スカイアクセス線、または京成本線を経由し、成田空港へ

直通しており、空港間のアクセスも確保されています。 

上記のような長所はあるものの、他社線へ直通するため列車の行先が多岐にわたり、利

用客にとって分かりづらくなってしまうという点があります。そのため、他の路線よりも

わかりやすい案内標示が求められており、実際に駅にアテンダントを配置しているほか、

多言語での案内標示もなされています。 

▲京浜急行電鉄の✈快特 

▲京浜急行線の路線図 



 

 

東京モノレールでは日中は最速達である空

港快速、準速達である区間快速、そして普通

列車がそれぞれ 12 分間隔(全種別でみると

3~4 分間隔)で運行されています。 

平日の朝夕ラッシュ時や土休日の朝はほと

んどの列車が普通列車となり概ね 4 分~5 分

間隔で運転されています。また、土休日の夕

方は 17 時台以降は空港快速・区間快速が概

ね 20 分間隔、普通列車が概ね 10 分間隔で運

転されており、全時間帯にわたり高頻度運転で羽田空港へのアクセス本数が確保されてお

り、これは京浜急行線に比べ勝る点でもあります。 

東京モノレールの場合、他路線へ列車が直通していないため上記のように本数が充実し

ている点、行先も限られ、乗客にとって分かりやすいという点が長所として挙げられます

が、都心や各観光地へ行くために終点のモノレール浜松町駅で JR 線などに乗り換えが必

須となってしまう点が短所として挙げられます。      

また、こちらでも京浜急行線と同様に、多言語での案内標示などの外国人観光客に

対する配慮が多くなされています。 

 

 

 

▲東京モノレールの路線図 

▲東京モノレールの列車 



 

 

羽田空港発着の空港連絡バスは東京空港交通

や京浜急行バスをはじめとした 40 社以上(共同

運行含む)が運転しており、関東(・甲信)地方の

各地と羽田空港とを結んでいます。 

羽田空港のバスターミナルでは日中でもかな

りの高頻度で空港連絡バスが発着しており、都

心方面の路線では日中に 5 分~10 分間隔で運転

されている路線もあります。 

空港連絡バスでのアクセスでは、多くのバス

会社が運行しているため都心や各観光地へ直通

している点や鉄道に比べ圧倒的に本数が充実し

ている点、そして快適性が長所として挙げられますが、道路を通るため、所要時間が

道路渋滞などの交通状況に左右されてしまう点が短所として挙げられます。 

▲羽田空港第２旅客ターミナルのバスター

ミナル。関東(・甲信)地方各地へ(から)多く

のバスが発着している。 

▲羽田空港発着の空港連絡バス一覧(参考) 



 

 

 

羽田空港へ到着した訪日外国人が最初に目指すのはどこでしょうか？やはり、渋

谷・新宿・上野といった繁華街でしょう。                                    

しかし、現在では鉄道で乗り換えなしではそういった都心の繁華街へはアクセスで

きず、そのような繁華街への直行アクセスにはリムジンバスしかありません。多くの

訪日外国人は浜松町や品川などで、混雑している山手線や京浜東北線などへの乗り換

えを強いられています。 

このような空港アクセスにおける課題を解決すべくいくつかの路線が計画されて

きました。そのような路線に、国土交通省が推進していた「都心直結線」や「東京モ

ノレール延伸」、大田区や東京急行電鉄が推進する「新空港線(蒲蒲線)」やＪＲ東日本

が推進する｢羽田空港アクセス線｣があります。ここでは、「新空港線(蒲蒲線)」と｢羽

田空港アクセス線｣の 2 路線の概要や課題、必要性について書いていきます。 

新空港線(蒲蒲線)は東急多摩川線と京浜急行空港線を結ぶことによって、羽田空港

へのアクセスや蒲田駅で分断されてしまっている大田区内の東西移動の利便性を向

上する路線として計画されており、最も新しい計画案(新大田区案)では以下のような

計画になっています。(下図:平成 28 年度大田区新空港線｢蒲蒲線｣整備促進区民協議会

活動報告より) 

新空港線(蒲蒲線)は現在の東急多摩川線の矢口渡駅～蒲田駅間から複線で地下に潜

り、東急蒲田駅と京急蒲田駅の地下に途中駅を作り、京浜急行電鉄空港線の糀谷駅～

大鳥居駅間で合流するとされています。 

交通政策審議会答申第 198 号「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について」で

は「矢口渡から京急蒲田の事業計画の検討は進んでおり、事業化に向けて関係地方公

▲新空港線（蒲蒲線）ルート断面図 



 

 

共団体・鉄道事業者等において、費用負担のあり方等について合意形成を進めるべき」

とされ積極的な整備が望まれるものとされていますが、｢大鳥居までの整備について

は、軌間が異なる路線間の接続方法等の課題があり、さらなる検討が行われることを

期待。｣とされ、整備を早急に進めるべきものとはされていません。これに対し、大

田区は答申に沿い、2020 年の京急蒲田地下駅までの暫定開業(東急多摩川線の延伸)

を第一段階とし、京急蒲田地下駅～大鳥居に関しては京急蒲田地下駅までの暫定開業

後に調査を進めるものとしています。 

また、2020 年の京急蒲田までの開業時には東急多摩川線の全列車を、全線開業時に

東急東横線・東京メトロ副都心線・東武東上線・西武池袋線からの列車を新空港線に

直通させるとしています。 

新空港線(蒲蒲線)の事業費は 1,260 億円、1.0 を超えると有益性があるとされる費用

便益比は 1.5 とされ、整備することには有益性があるとしています。                

運営については、東急電鉄等と第三セクターを設立するとされています。 

平成 28 年度大田区新空港線｢蒲蒲線｣整備促進区民協議会活動報告によると、全線開

業時の羽田空港までの所要時間は下のグラフのようになるとされています。 

 埼玉県や東京23区北部からのアクセスに関しては従来路線の利用より10分弱程度、

東京 23 区南部からのアクセスに関しては 10 分以上の時間短縮が見込まれ、新空港線

の整備効果も大いにあるとみられます。 

 また、大田区の試算によると経済効果はおよそ 2385 億円とされ、多大な効果が見

込まれています。 

 

 

▲新空港線(蒲蒲線)が開業した際の各地への所要時間 



 

 

 

新空港線(蒲蒲線)整備の課題は多くあり、まず、東急多摩川線沿線への影響として

は、蒲蒲線直通列車によって現行の本数が確保できるのか、直通列車は多摩川線内に

停車するのか？ということです。 

 大田区の整備案によると、近隣にマンション群や大企業の本社があり、乗降客数が

比較的多い下丸子駅には優等列車が停車するように要望するとのことですが、実現で

きるかは不透明です。また、その他の駅付近の踏切は増発により、開かずの踏切にな

る可能性や蒲田駅周辺の動線が変化してしまうことにより、商店街への影響も少なか

らずあると思われます。 

 次に、京浜急行電鉄への影響です。新空港線は空港線への直通が予定されています

が、京浜急行線とは軌間が異なります。この課題に対し、大田区はフリーゲージトレ

インを開発するとしていますが、フリーゲージトレインの開発には多大な費用がかか

り実現性も低いため、三線軌条などを利用するのが現実的かと思われます。また、京

急蒲田までの開業では、地下駅である京急

蒲田地下駅と高架駅である京急蒲田駅の

間で乗り換えが必要となり、利用者にとっ

て負担となるのではないかということで

す。 

 最後に、東京急行電鉄への影響です。 

東急池上線と東急多摩川線は現在、東急

蒲田駅での平面乗換が可能ですが、新空港

線開業により地下への乗り換えとなり、東

急池上線⇔東急多摩川線間の利用者は不便を強いられてしまうことになります。 

また、東急多摩川線の車両は現在配置されている雪が谷検車区から元住吉検車区への

移管が予定されています。しかし、元住吉検車区の車両収容数はすでに限界を超えて

いるほか、相鉄・東急直通線の開業やこれに伴う東急目黒線・都営地下鉄三田線・東

京メトロ南北線の 8 両編成化により、車

両収容数は限界をさらに超えてしまう可

能性もあり、新空港線(蒲蒲線)・東急多摩

川線の車両の収容は不可能なのではない

か、ということがあります。 

 

 

▲現在の東急多摩川線の列車 

▲現在の東急蒲田駅 



 

 

 

羽田空港アクセス線は羽田空港⇔都心を乗り換えなしで直結させることを目的と

して、ＪＲ東日本が計画を進めている路線です。2018 年 7 月に発表された、JR 東日

本のグループ経営計画｢変革 2027｣では、次のように示されています。 

 羽田空港アクセス線は上記の図のように、西山手ルート・東山手ルート・臨海部ル

ートの 3 つのルートが計画されています。この 3 ルートは、羽田空港から東京貨物タ

ーミナル付近まで新線を建設し、西山手ルートはりんかい線・埼京線を経由し新宿・

池袋方面へ、東山手ルートは既存の東海道線の貨物支線であり、休止中である｢大汐

線(おおしおせん)｣を活用し上野東京ラインを経由し東京・宇都宮・高崎・常磐線方面

へ、臨海部ルートはりんかい線・京葉線を経由し新木場・房総方面へ直通する予定と

されています。 

また、2016 年 4 月に出された交通政策審議会答申第 198 号「東京圏における今後の

都市鉄道のあり方について」では、「久喜駅での東武伊勢崎線と東北本線の相互直通運転

化等の工夫により、さらに広域からの空港アクセス利便性の向上に資する取組についても

検討が行われることを期待。」とされており、東武線の日光方面からの特急や JR の常磐

線特急「ときわ」・｢ひたち｣などの羽田空港乗り入れも考えられます。 

 また、JR 東日本は概算事業費をおよそ 3200 億円とし、1.0 を超えると有益性が見込め

るとされる費用便益比（30 年）は 1.5 としています。 

 



 

 

 現行の京浜急行線や東京モノレールの利用よりも、圧倒的に時間短縮が見込めることは

長所でもありますが、課題でもあります。それは、既存の京浜急行線や東京モノレールへ

の多大な影響です。この羽田空港アクセス線が羽田空港⇔都心間のアクセスで独り勝ちし、

既存の京浜急行線や東京モノレールや空港連絡バスが大幅に減収してしまうのではない

か、といったことです。具体的な対策は示されてはいませんが、様々な面で同業他社への

配慮が求められます。 

また、臨海部ルートではりんかい線への直通が必須となるため、りんかい線を運営する

東京臨海高速鉄道との間で運賃収受等の問題が発生しますが、JR 東日本が東京臨海高速

鉄道を買収するとの報道も一部であったため、この後の動向に注目です。 

その他にも、自社(JR 東日本)の路線に幅広く直通するため、路線やダイヤの大規模な

再編が必要となり、それによって不利益を被る地域もあると思われるため、そのような地

域への配慮も求められます。

 

 まず、新空港線(蒲蒲線)と羽田空港アクセス線が競合する区間においての所要時間を比

較してみると、新空港線は池袋~羽田空港で 52 分、羽田空港アクセス線では新宿~羽田空

港で 23 分であり、池袋~新宿の JR 埼京線での所要時間はおお

よそ 5 分~6 分であることを考慮しても羽田空港アクセス線の方

が圧倒的に短時間で羽田空港へアクセスできることになります。 

 また、交通政策審議会答申第 198 号に向けて東京都都市整

備局が 2015 年 7 月に発表した、｢広域交通ネットワーク計画

について｣に掲載されている、時間短縮便益(その計画路線の

開業の有無における所要時間の価値の差を計測したもの)の

値が 100 以上である地域は、新空港線(蒲蒲線)に比べ、羽田

空港アクセス線の方が圧倒的に広くなっています。(参考:右

図) 

 以上より、一概には言うことはできませんが、新空港線(蒲蒲

線)に比べ JR 東日本の羽田空港アクセス線の方が開業する必要

性があると思われます。 

 

 

 

 

 

▲計画２路線の時間短

縮便益 



 

 

現在では｢新空港線(蒲蒲線)｣と｢羽田空港アクセ

ス線｣が羽田空港アクセス改善のための新線として

有力ではありますが、以前は｢都心直結線｣という計

画も有力とされていました。ここではその｢都心直結

線｣について書いていきたいと思います。 

 都心直結線とは、都営浅草線の泉岳寺駅から東京

駅付近を経由し押上駅までを結び、現在の都営浅草

線のバイパス路線として建設される計画となってい

る高速新線で、現在の都営浅草線の空港直通列車を

中心とした列車が都心直結線に移される計画となっ

ています。    

国土交通省の調査によると、所要時間は下の表のようになるとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

東京→羽田空港は現在の半分以下、東京→成田空港は現在の 7割程度とかなりの時間短

縮が見込め、この点では JR 東日本の羽田空港アクセス線とも競合できる程度となってい

ます。また、この路線の途中駅として設置される｢新東京駅｣でつくばエクスプレスの東京

駅延伸線と接続するとされており、つくばエクスプレス沿線、特に茨城県内から羽田空港

への時間短縮も見込めます。 

では何故この路線が整備について優先的に検討すべき路線から外れてしまったのでし

ょうか。それは、この路線が都心の大深度地下に建設されるため、他路線に比べ建設費が

4400億円程度と莫大になってしまうこと、そして東京都都市整備局の｢広域交通ネットワ

ーク計画について｣にあるように費用便益比が 1.0を下回り、JR東日本の羽田空港アクセ

ス線と当路線が両方整備された場合に両線の収支採算性に問題があるとされているから

です。そのため、当の東京都はこの｢都心直結線｣には乗り気ではないとみられ、かつての

猪瀬東京都知事も｢東京から成田まで車で 1 時間で行けるし、電車も速くなっている。成

田から羽田を電車で結ぶ必然性はない」と苦言を呈するほどでした。 

以上のような理由から都心直結線は整備について優先的に検討すべき路線からは除外

されてしまい、実現性が低下してしまったのです。 

▲都心直結線開業時の所要時間(現在の所要時間は各社公式サイトを参照) 

▲都心直結線のルート 



 

 

 ここまで書いてきた新空港線(蒲蒲線)や羽田空港アクセス線の開業によって羽田空港

から各地へのアクセスは飛躍的に向上するでしょう。 

上項には書いていませんが、交通政策審議会第 198号答申には京浜急行電鉄空港線の羽

田空港国内線ターミナルの引き上げ線設置についても記述されています。この計画によっ

て京浜急行電鉄空港線の増発が可能とされておりこの計画にも注目です。 

2回目の停車場執筆となる今回は、2020年の東京オリンピックやグローバル化に向けて

さらに注目度が高まっている羽田空港アクセスのこれからについて書いてみましたがい

かがでしたでしょうか？もしも筆者の個人的な考察や空想が若干含まれていたらスミマ

セン…(笑) 

 この文章で少しでも羽田空港アクセスやこれに係わる交通機関への理解を深めていた

だければ幸いです。 

最後までお読みいただきましてありがとうございました。 

・東京圏における今後の都市鉄道のあり方について 

(交通政策審議会第 198号答申(平成 28年・国土交通省交通政策審議会)) 

・平成 28年度大田区新空港線｢蒲蒲線｣整備促進区民協議会活動報告 

(大田区新空港線｢蒲蒲線｣整備促進区民協議会) 

・JR東日本グループ経営ビジョン「変革 2027」(JR東日本) 

・平成 25年度航空旅客動態調査(国土交通省 航空局) 

・広域交通ネットワーク計画について≪交通政策審議会答申に向けた検討のまとめ≫ 

(東京都 都市整備局都市基盤部交通企画課) 

・リムジンバス時刻表 2018年夏号(東京空港交通) 

・京浜急行バス時刻表 vol.45(京浜急行バス) 

・東京モノレールホームページ:www.tokyo-monorail.co.jp/  

・羽田空港アクセスガイド(京浜急行電鉄):http://www.haneda-access.com/bus/ 

・京浜急行電鉄オフィシャルサイト:http://www.keikyu.co.jp/ 

・京急時刻表 2017(2017年 10月 21日改正版) 

・東京圏における今後の都市鉄道のあり方に関する小委員会（第３回）議事概要 

(国土交通省 東京圏における今後の都市鉄道のあり方に関する小委員会)  

・wikipedia-｢都心直結線｣,｢羽田空港アクセス線｣,｢蒲蒲線｣ 

 


